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事業名 事 業 内 容
施

時

実

日

施

所
実
場

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人   数

事業費の

金額

(千円)

諸活動に必要な

研究調査事業

○待機児童解消事業 :

・病院内保育所等の保育の質を

高めるための助成事業の公募、

選考、実施。

○医師の地理的偏在解消事業
・関係機関 (日 本医師会、全 日

本病院協会、日本病院会)と の
連絡協議会の開催
・医師セカンドキャリアホーム
ページ開設、登録医師確保、病

院とのマッチング支援

2021年 9～ 12月

助成先選考

2022年 1～ 3月

助成事業実施

2021年 9月 と

2022年 3月 に実

施

通年で国際事

業研究所に業

務委託

担 当理事、事務

局、業務委託先が

共同してリモー ト

ワークにて対応

業務委託先にて

実施

WEB会議

6人

20人

8人

全国の病院及び

病院のある地域

の住民

不特定多数

医師不足地域の

病院及び住民

不特定多数

100万人

4,306

1.500

インタ ネット
を介して対話の

場を構築する事

業

・活動情報をホ ムペ ジにて
発信。メルマガ 「全世代通信」
の発信。
・千コロナ有志の会」によるイ

ンスタグラム 「#ねえねえ尾身

さん」

メルマガは 3ク

月に1回発行。

その他は随時

事務所 や自宅 な

ど。

10人 不特定多数 330

その他目的を

成する為の事
ヨ
未

|

な し

令和 3年度  事 業 報 告 書
令和 3年 4月 1日 から  令和 4年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 全世代
1 事業の成果
研究調査事業
・待機児童解消事業:ク ラウドファンディングによる資金を活用して、地域開放を推進すべく尽力してい

るツ丙院内保育所等の保台の質を高めるための助成事業の公募を実施、26施設の応募の甲から、8施設に対
る助成を決定、2021年 12月 から2022年 3月 にかけて助成事業を実施した。助成事業の実績については、

次全世代のホームページにて紹介している。
・医師の地理的偏在是正事業 :コ ロナ禍により、活動は停滞した。今年度は今後を見据えた体制整備に取
り組み、またコロナ対策に協力するために厚生労働省委託事業の一環として、ワクチン接種に従事する医
の確保に取り組んだ。ワクチン接種医師約8,200人余の登録があり、自治体や事業所への紹介を行って
いる。セカンドキャリア事業では、日本医師会、 日本病院会、全日本病院協会、全国自治体病院協議会及
ひ認定NPO法人全世代の 5団体による連絡協議会を2021年9月 と2022年 3月 に開催した。事業は紹介業法の
資格を持つ一般社団法人国際事業研究所に委託。医師86人 と求人医療機関1,00"牛 が登録済みで、マッチ
ングを進めている。その中で常勤1件、非常勤2件のマッチングが成立した。
シンポジウム・セミナー事業
・コロナ渦による集会の自粛のため対面開催を全て断念した。
○インターネットを介して対話の場を構築する事業 :全世代通信の配信。SNSを活用した交流。
・「コロナ専門家有志の会」の新しいプロジェクトとしてインスタグラムを利用して2022年 9月 に「#ねえ
え尾身さん」としてインスタライブを実施した。メールマガジン全世代通信39号から42号を発行、全世
の活動を会員内外の人に紹介した。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

(2)その他の事業   実施 しなかった
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令和 3年度

事 業 報 告 用

活動計算書 (その他事業が上1▲場合)
特定非営利活動法人  全世代

(単ぬL:円
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受取寄附金

受取補助金

諸活動に必要な研究調査事業収益

受取利息

正会員受取会費
賛助会員受取会費
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(事業)

(事業)
(事業)

役員報酬

給料手当
退職給付費用
福利厚生費

(管理)

給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

業務委託費
会 議 費
通信運搬費
消耗品 費
地代 家賃
諸 会 費
支払手数料

業務委託費
諸 謝 金
会 議 費
通信運搬費
消耗品 費
地代 家賃
支払手数料
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

非営利活動法人 全世代

小計・合計金  額

6,471,267

15,605

25:,960

4.00:,105

(1

(2) 形固

(3)

A
1

2
形

資

の の

三菱UFJ銀行

現   金
ゆうちょ銀行

定期 預金

10.730.937

10,739,937【A】 資 産 合 計 ①+②

849,330
0

2

1

B―

未払金

預 り金

長期借入金
退職給付引当金

849.330

849.331

B-2
味財産 4Ю1125L

△ 4.368.793
9_890_607

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 10,739,937

り__」主」

□
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令和 3年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日 2011年 11月 20日 一部改正 NPO法人会計基準協議会)
によっています。

(1)消費,等の会計処理
消費税の会計処理は、税込方式によっています。

2.事 業別損益の状況
(単位 :円 )

科 目

医師の地域

的偏在是正

事業

待機児童解
消事業

インターネット
を介して対話の

場を構築する事
業

事業部門計 管理部門 ノヽヨ↓
に1口 |

1,200,000

0

0

0

1,200,000

0

260,000

389,000

800,000

0

120

260,000

389,000

800,000

1,200,000

120

1,200,000 1,200,000 1,449,120 2,649,120

1,500,000

330

500,000

1,945

78,210

2,970

3,722,530

250,000

1,945

78,210

2,250,000

3,890

156,420

3,300

3,722,530

8,085

63,753

145,200

500,000

3,890

156,420

4,425

8,085

63,753

145,200

2,750,000

7,780

312,840

7,725

3,722,530

1,500,330 4,305,655 330,155 6,136,140 881,773 7,017,913

1.500.330 4.305.655 330.155 6.136.140 881.773 7.017.913

▲ 300,330 ▲ 4,305,655 ロロ國回田 国彊四ロロロ国□國 ロロロ田曰囲

I 経常収益
1.正会員受取会費
2.賛助会員受取会費
3.団体協力会員受取会費
4.事業収益
5.受取利息
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件を
給料手当

役員報酬

退職給付費用

福利厚生費
人件費計
(2)その他経費
会議費
通信運搬費

諸会費

業務委託費

消耗品費
地代家賃

支払手数料
支払助成金

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額 ■EヨΠ□田¨ ■■■蒟ロロ¨



一
● 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は9,890,607円 ですが、そのうち3,737,279円 は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は6,153,328円 です。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
必要な事項

事業費と管理費の技分方法

各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、事務業務委託費、地代家賃、消耗品費については従事
割合に基づき核分しています。

4

内容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考

8,042,934 4,305,655 3,737,279

8.042.934 4.305.655 3.737.279

待機児童解消事業
クラウドファンディング

寄附金

合計

残高は令和 4年度の事業で
使用予定



書式第 17号 (法第28条関係)

令和 3年度 財産目録
事 業 報 告 用

動法人 全世代特定非営利

自布
キ
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0

現金預金

三菱UFJ普通預金
現   金
ゆうちょ銀行
三菱tFJ定期 預金

6.471.267

15.605

251.960
4.001,105 !0.739.937

未収金 0
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2
1 形
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【A】 費 産 合 計 ①+② 10.730.937
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